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可児さんは、昨年11月3日に行われた「サヨリめしコン
テスト」で見事最優秀賞に輝きました。「サヨリめし」
は、可児地方に古くから伝わるサンマの炊き込みご飯
で、かつては多くの家庭で作られていました。1939（昭
和14）年に宮内庁から「日本五大名飯」に選ばれたこの
郷土の味を復活させようと、市観光協会が主催してオリ
ジナルのサヨリめしコンテストを開催しました。 
可児さんは、「サンマご飯をちらしずし風にアレンジ
したら家族が喜んで食べるようになりました。コンテス
トの開催を知った主人も後押ししてくれたので応募しま
した」と笑顔で話してくれました。プロも参加した最終
審査で、「発想もよく、見た目も美しい」と審査員から
絶賛されたオリジナルサヨリめし。ほんのり甘くやさし
い味に、可児さんの家族への愛情があふれています。 
※レシピは市観光協会のホームページで公開しています。 

● 可児陽子さん（土田・62歳） 
よ う こ  

kouhou@city.kani.lg.jp（250キロバイト～1.5メガバイト程度で撮影） 
※およそ小学校入学前までのお子さんの名前（ふりがな）、生年月日、保
護者の氏名、住所、電話番号、コメントを明記してください。 
（写真はデータ、プリントどちらでも可） 

※兼山歴史民俗資料館にてご覧いただけます。 

兼
山
地
区
（
旧
兼
山
町
）
は
、
天
正
年
間
（
一
五
七
〇

年
代
）
か
ら
寛
永
年
間
（
一
六
四
〇
年
代
）
に
か
け
て
城

下
町
か
ら
木
曽
川
の
湊
町
へ
と
そ
の
性
格
を
変
え
、
江
戸

時
代
全
般
を
通
じ
て
、
東
濃
に
お
け
る
川
湊
の
町
と
し
て

栄
え
ま
し
た
。
 

江
戸
後
期
に
な
り
、
小
売
店
の
発
展
に
伴
う
小
銭
の
供

給
不
足
に
よ
り
、
代
替
貨
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

幕
末
に
な
る
と
一
層
必
要
性
が
高
ま
り
、
嘉
永
初
年
（
一

八
四
八
年
）
に
至
っ
て
初
め
て
地
域
通
貨
と
し
て
の
小
銭

札
が
発
行
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
 

兼
山
札
の
種
類
は
一
二
文
札
（
青
色
）
、
一
六
文
札

（
黄
色
）
、
二
四
文
札
（
茶
色
）
で
、
札
の
通
用
す
る
範

囲
は
周
辺
の
村
々
に
も
及
ん
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

兼
山
札
の
う
ち
一
六
文
札
と
二
四
文
札
の
２
種
類
が
馬
籠

に
あ
る
資
料
館
（
中
津
川
市
）
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
か
ら
、
当
時
の
恵
那
郡
や
信
州
の
一
部
に
ま
で
こ
の

小
銭
札
が
通
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
 （

兼
山
町
史
よ
り
） 

レクリエーションの様子 
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〒509-0292　広見一丁目１番地「こっち向いてパシャッ」係 宛先 

【場所】 

東海環状自動車道 
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兼山歴史 
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兼山振興 
事務所 

至八百津町 
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〒兼山郵便局 

蘭丸 
ふるさとの森 
蘭丸 
ふる里の森 

兼山公民館 

木曽川 

 

社会福祉に… 

交通遺児激励に… 

市政全般に…　●呉本勝男  ●呉本菊江 
ありがとうございました。 

左から 

「寝返りの練習中・・・ 
なかなかむずかしいなっ（＾ ；^）」 

「同じ12月生まれのいとこ、 
はとこ同士で～す♪」 

「兄弟仲良く元気に育ってね☆」 

み
ん
な
で
　
集
ま
ろ
う
！ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
に
挑
戦 

 

可
児
市
Ｊ
Ｌ
Ｃ
（
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）
は
、
昨
年
11
月
30

日
に
、
中
恵
土
公
民
館
で
、
市
内
の

小
学
生
を
対
象
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ

ン
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
友
だ
ち
と
交
流
し
な
が

ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ゲ
ー

ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
、
各
地
区
の
子
ど
も
会
活

動
に
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
行
な
っ
た
も
の
で
、
会
場
は
参
加

者
の
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

平
成
20
年
度 

岐
阜
県
優
良
少
年
補
導
員
表
彰  

10
年
以
上
市
少
年
セ
ン
タ
ー
補
導

員
と
し
て
少
年
補
導
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
少
年
の

非
行
防
止
に
功
労
が
あ
っ
た
次
の
４

人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。 

　
加
藤
和
助
（
川
合
） 

　
菊
田
来
吉
（
平
牧
） 

　
椙
生
順
子
（
広
見
） 

　
福
永
強
（
桜
ケ
丘
） 

             

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課 

●岐阜県生命保険協会  ●株式会社弘栄工務店  
●ことぶき会  ●可児市赤十字奉仕団川合分団  
●スポーツプラザヒビノ  ●可児市赤十字奉仕団  
●鈴木産業（有）  ●ＫＹＢ労働組合  ●可児地区
更生保護女性の会  ●吉田整備株式会社  ●今渡
地区親睦ゴルフ同好会  ●可児水墨画クラブ渡邉
金夫  ●関西電力労働組合今渡支部  ●可児市赤
十字奉仕団土田分団  ●ＪＵ岐阜東濃支部可児ブ
ロック  ●カフェレスト花泉  ●白鳥文彦・美津子  
●コミュニティホールLet’s  ●喫茶コテージ　 
 

●（株）可児自動車学校　●可児地区交通安全
協会青年部・可児安全運転管理部会青年部 

「
家
訓
・
実
践
」
の
す
す
め
① 

家
族
で
話
し
合
え
る
時
間
を
持

と
う
。 

○
何
で
も
話
し
合
え
る
雰
囲
気

づ
く
り
に

心
掛
け
ま

し
ょ
う 

○
人
の
あ
り

方
や
生
き

方
を
語
り

合
い
ま
し

ょ
う 

次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 
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